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東
京
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
に
あ
る
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
は
、
「
暇
之
記
」

と
表
紙
書
さ
れ
た
一
冊
の
写
が
存
在
す
る
い
。
そ
の
中
身
は
、
江
戸
時
代
、
参
勤
交
代

で
領
国
へ
向
か
う
一
大
名
の
記
録
で
あ
る
。
妻
や
子
供
を
残
し
て
領
地
へ
向
か
う
藩

主
の
細
や
か
な
感
情
や
日
々
の
生
活
が
、
約
半
年
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
―
―
―

い
と
ま

月
に
将
軍
よ
り
暇
を
賜
わ
る
と
こ
ろ
よ
り
筆
を
起
こ
し
、
四
月
に
江
戸
を
出
立
。
千

住
、
草
加
、
古
河
、
小
山
等
を
経
て
、
常
陸
国
下
館
城
に
到
着
し
て
い
る
。
本
文
中

に
は
、
こ
の
間
の
旅
の
様
子
や
到
着
後
の
下
館
で
の
生
活
、
当
地
で
作
っ
た
漢
詩
や

和
歌
等
が
記
さ
れ
、
当
代
き
っ
て
の
儒
学
者
荻
生
祖
練
や
林
鳳
岡
と
の
漢
詩
の
や
り

と
り
や
、
家
僕
に
講
釈
し
た
「
中
庸
」
等
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
記
録
の
著
者
は
下
館
藩
主
で
あ
り
、
学
問
に
か
な
り
造
詣
が
深
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
記
録
中
に
は
著
者
の
名
前
や
、
記
録
し
た
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

内
閣
文
庫
の
目
録
で
は
、
著
者
を
「
増
山
正
弥
」
と
す
る
が
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
記
録
の
著
者
は
、
元
禄
十
六
（
一
七

0
三
）
年
か
ら

享
保
八
（
一
七
三
二
）
年
ま
で
下
館
藩
主
で
あ
っ
た
黒
田
直
邦
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
史
料
は
、
年
代
や
著
者
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
か
、
全
く
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
名
が
自
分
の
言
葉
で
、
領
地

で
の
日
々
や
、
外
出
先
で
見
聞
き
し
た
近
郊
の
町
村
の
様
子
を
記
録
す
る
の
は
珍
し

く
、
ま
た
黒
田
直
邦
と
い
う
人
物
は
、
下
館
一
一
万
石
、
の
ち
に
沼
田
一
云
一
万
石
の
小
大

名
で
あ
る
が
、
政
治
、
文
化
、
思
想
等
、
様
々
な
分
野
で
の
活
動
が
み
ら
れ
、
注
目

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

下
館
藩
主
黒
田
直
邦
の
暇
ー
正
徳
三
年
い
と
ま
「
暇
之
記
」

本
稿
で
は
、
こ
の
「
暇
之
記
」
を
用
い
、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
黒
田
直
邦
の

多
様
な
側
面
と
下
館
周
辺
地
域
の
姿
を
紹
介
し
、
近
世
前
期
社
会
解
明
の
一
助
と
し

た
い
。「

暇
之
記
」
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
知
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
、
久
留
里
藩
②
に
お
い
て
、
寛
政
期
に
編
纂
さ
れ
た
黒
田
家
歴

代
の
記
録
で
あ
る
「
御
明
細
録
」
に
、
黒
田
直
邦
の
著
述
と
し
て
「
御
い
と
ま
記
」

の
書
名
が
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
③
。
明
治
末
期
に
、
も
と
黒
田
家
家
老
の
森
勝
蔵
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
雨
城
廼
一
滴
」
で
は
、
す
で
に
灰
儘
に
帰
し
た
書
物
の
一
覧

の
中
の
一
っ
と
し
て
、

一

、

暇

之

記

二

冊

此
書
ハ
直
邦
公
下
館
ノ
御
城
主
ト
ナ
リ
始
メ
テ
御
暇
ヲ
賜
ハ
リ
、
御
帰

城
ノ
時
御
編
輯
ア
ラ
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ

と
あ
り
、
明
治
末
時
点
で
、
す
で
に
そ
の
存
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
④
。

「
暇
之
記
」
を
著
述
し
た
黒
田
直
邦
に
つ
い
て
、
『
寛
政
重
修
諸
家
系
譜
』
等
の

系
譜
か
ら
概
略
を
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
⑮
。
す
な
わ
ち
、
寛
文
六
(
-
六
六

六
）
年
、
中
山
直
張
の
三
男
と
し
て
誕
生
し
、
母
方
の
祖
父
で
館
林
藩
家
老
の
黒
田

用
綱
の
養
子
と
な
り
、
黒
田
姓
を
名
乗
る
。
当
時
の
館
林
藩
主
は
後
の
五
代
将
軍
綱

吉
で
あ
る
が
、
頂
邦
は
十
四
歳
で
綱
吉
の
息
子
徳
松
の
博
と
な
り
、
徳
松
が
五
歳
で

没
し
た
後
も
、
小
普
請
、
小
納
戸
、
小
姓
に
進
み
加
増
さ
れ
て
い
く
。
元
禄
九
（
一

に
見
え
る
黒
田
直
邦
ー
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六
九
六
）
年
、
初
め
て
領
地
を
与
え
ら
れ
、
武
蔵
国
足
立
、
入
間
、
比
企
に
七
千
石

を
領
し
、
元
禄
十
六
年
正
月
九
日
、
下
館
城
を
与
え
ら
れ
、
常
陸
国
真
壁
、
下
野
国

芳
賀
郡
に
お
い
て
一
ガ
五
千
石
を
、
宝
永
四
（
一
七

0
七
）
年
、
武
蔵
国
高
麗
郡
、

播
磨
国
美
嚢
郡
五
千
石
を
加
増
さ
れ
一
一
万
石
と
な
る
。
綱
吉
が
没
す
る
と
落
髪
し
⑥
‘

家
宣
・
家
継
の
両
将
軍
下
で
は
役
職
に
つ
か
な
か
っ
た
が
、
吉
宗
の
代
に
な
る
と
、

享
保
八
（
一
七
ニ
―
―
-
）
年
に
奏
者
番
・
寺
社
奉
行
、
享
保
十
七
年
に
は
領
地
を
下
館

か
ら
上
野
国
沼
田
に
移
さ
れ
一
―
万
五
千
石
と
な
り
、
さ
ら
に
西
丸
老
中
へ
昇
進
し
―
―
―

万
石
と
な
っ
た
の
。
死
期
が
近
づ
き
病
に
伏
し
た
際
は
、
吉
宗
や
次
期
将
軍
家
重
か
ら

見
舞
い
の
使
が
遣
わ
さ
れ
、
死
後
は
、
月
次
の
朝
会
の
廃
止
、
音
楽
停
廃
三
日
と
さ

れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
⑧
。

直
邦
が
網
吉
に
直
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
幼
少
よ
り
網
吉
に
近
侍
し
た
こ
と
に
加

え
、
そ
の
学
識
・
教
養
の
高
さ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
直
邦
は
、
祖
練
の
門
弟
の

一
人
で
あ
り
、
為
政
者
の
心
構
え
を
説
く
政
道
書
を
多
く
執
筆
し
、
儒
学
に
通
じ
て
い

た
。
そ
の
一
方
で
、
古
今
伝
授
、
神
道
伝
授
等
も
受
け
⑨
‘
儒
仏
神
三
教
一
致
の
思
想

を
説
く
「
先
代

iB事
本
紀
大
成
経
」
（
以
後
、
「
大
成
経
」
と
す
る
）
を
信
奉
し
、
そ
の

注
釈
書
「
鳴
鶴
紗
」
を
執
筆
し
た
学
者
な
の
で
あ
る
⑩
。
直
邦
の
著
作
は
、
「
丹
治
家

譜
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
一
―
一
点
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
七
点
に
及
ぶ
⑪
°

以
上
か
ら
は
、
綱
吉
、
吉
宗
に
重
用
さ
れ
、
幕
閣
で
活
躍
し
、
様
々
な
学
問
に
精

通
し
た
直
邦
像
が
浮
か
び
あ
が
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
直
邦
を
総
合

的
に
捉
え
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
⑫
。
今
回
紹
介
す
る
「
暇
之
記
」
は
、
従
来
知
ら

れ
て
い
た
直
邦
の
著
作
と
は
異
な
り
、
日
々
の
生
活
や
そ
の
感
情
が
率
直
に
語
ら
れ
、

直
邦
の
様
々
な
側
面
が
伺
わ
れ
、
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
「
暇
之
記
」

を
み
て
い
き
た
い
。

二
、
下
館
ま
で
の
道

「
暇
之
記
」
は
、
直
邦
が
領
地
下
向
の
暇
を
賜
り
、

ら
始
ま
る
。
次
の
文
は
、
そ
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

（

波

）

（

静

）

（

八

島

）

御
代
か
は
り
ぬ
れ
と
、
四
の
海
な
み
し
つ
か
に
て
、
や
し
ま
の
外
ま
で
お
さ
ま

（

頼

）

（

陰

）

れ
る
、
御
代
の
つ
き
／
＼
松
は
二
葉
よ
り
た
の
も
し
き
御
か
け
に
あ
り
て
、
そ

江
戸
を
出
立
す
る
と
こ
ろ
か

し
ろ
や
す
く
千
と
せ
を
か
ね
て
と
こ
そ
、
た
れ
ノ
＼
も
お
も
ひ
伝
ら
め
、
さ
れ

（

暇

）

（

給

）

（

思

）

と
国
の
い
と
ま
な
と
た
ま
は
ら
ん
と
も
さ
た
め
て
は
、
し
か
お
も
は
さ
り
し
に
、

（

侃

刀

）

（

添

）

三
月
朔
日
下
邑
の
御
暇
給
は
り
、
御
は
か
せ
を
さ
へ
下
し
給
は
れ
は
、
い
と
か

（

尚

）

（

厚

）

た
し
け
な
く
、
さ
ら
に
な
を
さ
き
／
＼
の
御
い
つ
く
し
み
の
あ
つ
き
を
も
、
引

（

重

）

（

見

捨

）

か
さ
ね
お
も
ふ
な
る
へ
し
、
前
栽
の
花
を
み
す
て
て
ゆ
か
は
、
本
意
な
か
ら
ん

（

思

）

（

枯

難

）

を
な
と
お
も
ひ
し
に
、
こ
れ
か
れ
の
か
れ
か
た
き
事
の
み
う
ち
し
き
り
て
、
卯

月
の
半
は
に
江
戸
を
立
ぬ
る
、

将
軍
の
代
が
代
わ
っ
て
も
、
将
軍
の
お
か
げ
で
天
下
泰
平
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
、
思

い
が
け
ず
暇
を
賜
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
庭
の

草
木
を
見
捨
て
て
い
く
こ
と
を
本
意
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
四
月
半
ば
に
は
江

戸
を
発
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
直
邦
の
領
地
へ
の
下
向
は
、
今
回
が
初
め
て
で

は
な
く
、
そ
の
前
年
が
初
め
て
の
暇
拝
領
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

初

）

（

暇

）

（

繁

）

去
年
は
は
し
め
て
い
と
ま
給
は
り
し
か
は
、
い
と
事
し
け
く
、
五
月
に
は

H
光

（

弔

）

（

詣

）

を
拝
し
、
六
月
に
は
先
祖
の
廟
を
と
ふ
ら
ふ
と
て
、
中
山
へ
ま
う
て
し
か
は
、

（

記

）

（

多

）

（

煩

）

し
る
し
と
ら
む
へ
き
事
も
お
ほ
か
れ
と
、
い
か
A

し
け
ん
、
わ
つ
ら
は
し
く
て

（

今

年

）

（

留

）

（

口

惜

）

さ
も
せ
さ
り
し
を
、
こ
と
し
た
に
と
A

め
を
か
さ
ら
ん
も
く
ち
お
し
く
て
、
か

（

傍

）

（

痛

）

（

綴

）

た
は
ら
い
た
き
事
を
の
み
書
き
っ
A

り
侍
る
、

去
年
は
、
五
月
に
日
光
、
六
月
に
先
祖
の
廟
の
あ
る
中
山
に
詣
で
た
が
、
煩
わ
し
く

て
記
録
し
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
沓
き
と
め
る
こ
と
に
し
た
と
、
こ
の
記
録
を
書
い

た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
中
山
と
は
、
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
直
邦
の
先
祖
の
廟

が
あ
る
所
で
、
武
蔵
国
高
麗
郡
加
治
郷
中
山
村
の
能
仁
寺
で
あ
る
⑬
。
中
山
氏
は
、
鎌

倉
時
代
に
台
頭
し
た
武
士
団
、
武
蔵
七
党
の
―
つ
丹
治
党
に
属
し
、
直
邦
は
自
身
を

「
丹
治
中
山
」
と
称
し
て
い
る
。
中
山
村
を
含
む
高
麗
郡
は
、
宝
永
四
（
一
七

0
七）

年
に
、
直
邦
に
与
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
黒
田
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
。

関
東
周
辺
の
大
名
の
参
勤
交
代
は
半
年
間
で
、
匝
邦
も
春
に
江
戸
を
発
ち
、
秋
に

は
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
。
（

帰

）

（

遥

）

（

覚

）

秋
は
や
か
て
か
へ
る
旅
な
れ
と
、
雲
井
は
る
か
に
お
ほ
え
て
、
老
付
お
は
し
ま

す
を
は
か
さ
と
り
山
の
と
う
し
路
め
た
く
お
も
ひ
を
き
つ
、
ね
ひ
の
妻
、
お
さ

（

名

残

惜

）

（

愛

）

（

行

）

な
き
も
の
な
と
、
な
こ
り
お
し
け
な
る
も
い
と
お
し
く
、
い
く
と
と
ま
る
と
、

（

心

地

）

（

思

）

心
二
つ
あ
る
こ
A

ち
し
て
、
今
夜
こ
そ
ひ
と
へ
に
お
し
き
お
も
ひ
そ
ひ
な
か
ら
、

(2) 
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明
れ
は
と
く
出
た
っ

こ
う
し
て
、
直
邦
は
、
母
や
妻
子
を
残
し
、
領
地
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
月
十
五
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
直
邦
は
、
見
送
り
の
者
と
話
を
し
な
が
ら
千
住
、

草
加
を
過
ぎ
、
綾
瀬
川
を
越
え
、
昼
頃
に
越
谷
で
休
憩
す
る
。
見
送
り
の
者
も
こ
の

辺
り
で
引
き
返
し
、
寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
粕
壁
（
春
日
部
）
、
松
戸
で
馬
継
ぎ

し
、
こ
の
日
は
幸
手
に
泊
ま
る
。
翌
十
六
日
は
、
栗
橋
の
渡
し
で
、
渡
し
舟
に
乗
り
、

川
向
こ
う
の
中
田
に
着
く
。
こ
こ
で
は
、
家
臣
た
ち
が
我
先
に
と
乗
船
す
る
様
子
や
、

ひ
と
り
旅
の
盲
人
を
不
憫
に
思
い
、
舟
に
乗
せ
て
や
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
去
年
の
旅
で
は
、
古
河
の
領
主
が
、
舟
や
水
主
を
用
意
し
て
く
れ
て
い

て
い
た
が
、
今
年
は
領
主
が
代
わ
っ
た
の
で
、
事
前
に
こ
ち
ら
か
ら
断
り
を
入
れ
、

一
般
の
渡
し
舟
を
使
っ
た
と
い
う
。

（

某

）

（

自

）

去
年
は
豆
州
の
何
か
し
、
古
河
の
城
主
な
れ
は
、
み
つ
か
ら
乗
船
を
は
か
れ
よ

（

水

主

）

（

揃

）

（

幕

）

（

清

）

（

仕

立

）

り
し
て
、
か
こ
と
も
そ
ろ
へ
ま
く
引
廻
し
、
き
よ
け
に
し
た
て
A

、
重
く
た
も

（

今

年

）

ぬ

し

の
を
さ
へ
と
り
そ
へ
て
出
さ
れ
し
か
と
、
こ
と
し
は
主
か
は
り
ぬ
れ
は
、
こ
な

（

否

）

（

言

）

（

出

）

（

常

）

（

渡

）

た
よ
り
も
さ
き
に
い
な
み
て
い
ひ
て
し
か
、
舟
い
て
ね
は
、
つ
ね
の
わ
た
し
舟

（
長
谷
）

に
乗
て
わ
た
す
、
中
／
＼
こ
れ
も
や
う
か
は
り
、
山
川
や
は
せ
の
わ
た
し
お
ほ

（

隅

田

川

）

（

言

間

）

（

住

）

（

白

）

え
て
お
か
し
、
角
田
河
な
ら
ね
は
こ
と
A

ふ
へ
き
都
烏
も
す
ま
す
、
あ
と
の
し

（

向

）

（

渡

）

（

向

）

ら
波
ほ
と
も
な
く
て
、
む
か
ふ
に
わ
た
り
ぬ
、
川
む
か
ふ
を
中
田
と
い
ふ
、
こ
A

よ
り
馬
に
て
ゆ
く

一
般
の
渡
し
舟
で
の
渡
船
は
、
普
段
と
は
様
子
が
変
わ
り
、
伊
勢
山
田
や
長
谷
の
渡

し
の
よ
う
だ
と
、
気
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
隅
田
川
で
は
な
い
の
で
都
鳥
も
住
ま

な
い
と
、
伊
勢
物
語
の
古
事
も
引
い
て
風
流
で
あ
る
。

そ
の
後
は
、
古
河
、
野
木
と
進
み
、
昼
は
侭
田
（
間
々
田
）
で
休
む
。
小
山
の
宿

ま
で
一
―
、
三
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
歳
八
十
の
白
髭
五
寸
を
蓄
え
た
家
臣
が
、
馬
を

引
き
、
ま
る
で
子
供
の
遊
ぶ
五
月
兜
の
よ
う
な
時
代
が
か
っ
た
い
で
た
ち
、
ー
「
朱

（

鞘

）

（

鍔

）

（

下

緒

）

（

菖

蒲

作

）

（

文

）

さ
や
•
金
つ
は
•
赤
さ
け
を
な
と
し
や
う
ふ
つ
く
り
を
十
も
ん
字
に
よ
こ
た
へ
」
た

姿
ー
で
出
迎
え
に
や
っ
て
来
て
、
直
邦
を
驚
か
す
。
小
山
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
続
々

と
出
迎
え
の
者
が
や
っ
て
く
る
。
（渡）

結
城
を
過
、
小
川
の
わ
た
し
に
至
り
ぬ
、
こ
れ
よ
り
領
地
な
れ
は
、
い
と
心
や

（渡）

す
く
手
船
出
し
を
き
ぬ
れ
は
、
皆
わ
た
す
ほ
と
、
こ
れ
に
乗
て
、
舟
に
酒
肴
を

（

設

）

（

供

）

（

者

）

も
も
う
け
た
れ
は
、
く
し
た
る
も
の
に
酒
た
う
べ
さ
す
‘

さ
ら
に
結
城
を
過
ぎ
る
と
、
小
川
の
渡
し
に
着
く
。
こ
の
川
よ
り
先
は
、
も
う
領
地

の
下
館
藩
領
で
あ
る
。
船
上
で
は
酒
肴
を
用
意
し
、
供
奉
し
て
き
た
者
た
ち
に
も
与

え
て
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
こ
の
川
は
、
結
城
と
下
館
の
境
を
流
れ
る
鬼
怒
川
の
こ
と

（

林

）

（

景

）

で
、
直
邦
は
「
ひ
ろ
き
河
原
つ
ゞ
き
に
、
山
は
や
し
み
わ
た
さ
れ
て
け
色
お
も
し
ろ

き
所
」
と
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
日
は
傾
き
、

B
暮
れ
前
に
城

へ
到
着
し
た
。
こ
う
し
て
直
邦
は
、
―
―
日
間
の
旅
を
終
え
、
四
月
十
六
日
に
下
館
城

に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

直
邦
は
、
下
館
到
着
三
日
後
に
は
、
下
館
の
景
色
を
愛
で
て
、
笙
を
吹
き
、

し
た
漠
詩
「
望
筑
波
山
吹
笙
」
を
林
鳳
岡
と
荻
生
祖
株
へ
送
っ
て
い
る
。

（

望

）

（

見

）

（

浅

間

）

十
九
日
、
筑
波
を
の
そ
み
み
て
笙
を
ふ
く
、
こ
の
山
は
冨
士
あ
さ
ま
に
な
ら
ひ

（

聞

）

（

道

）

（

余

）

て
き
こ
ふ
る
名
山
也
、
こ
A

よ
り
は
み
ち
の
程
三
里
に
あ
ま
る
と
い
へ
と
、
さ

（近）

し
わ
た
し
て
み
る
所
は
一
里
あ
ま
り
も
あ
ら
ん
や
う
に
ち
か
く
み
ゆ
、
（
中
略
）

（送）

林
先
生
・
狙
株
翁
か
も
と
へ
、
郡
律
を
を
く
る

テ

ヲ

ク

ヲ

望

筑

波

山

吹

笙レ

――
 

ッ

筑
，
波
霊
，
獄
秀
常
，
州

テ

フ

ヲ

椎
，
尾
虎
，
臨
厭
岸
，
下

ヒ

テ

ニ

リ

屯
，
綿
蓋
，
戴
雨
新
癖

スル

7
ヲ

玉
，
鳳
馳
空
幾
，
千
，
里

レ

作
詩

さ
ら
に
、
数
日
し
て
、
こ
の
詩
に
対
す
る
返
し
が
、
直
邦
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
る
。

こ
こ

こ
の
か
へ
し
、
日
数
過
て
も
て
来
ぬ
れ
と
、
あ
と
よ
り
妥
に
し
る
し
を
き
ぬ

l

ニ

ル

サ

(

A

)

 

奉

和

豊

州

刺

史

丹

治

君

在

常

州

下

’

館

城

被

示

詩

’

韻

レ

下

(

B

)

 

祭

酒

林

憩

拝

三
、
直
邦
と
江
戸
と
の
交
流

テ

―

ニ

セ

ン

ト

ニ

相

，

翔

将

輿

化

仙

避

三

二

シ

テ

7

佳
ー
境
近
ー
隣
無
敢
停

テ

ス

ニ

松
ー
睛
龍
ー
躍
臥
山
頭

リ

テ

ニ

ナ

リ

長
ー
帯
榮
ー
廻
雲
更
幽

(3) 
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ク

ニ

(

C

)

 

奉

次

琴

鶴

君

侯

対

筑

波

山

吹

笙

瑶

ー

韻

レ

下
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（

卿

）

（

D
）

物

茂

郷

再

拝

（
読
み
下
し
…
豊
州
刺
史
丹
治
君
、
常
州
下
館
の
城
に
あ
り
て

か
え

示
さ
る
詩
韻
に
和
し
奉
る
祭
酒
林
憩
拝
）

（
七
言
律
詩
は
省
略
）

（
読
み
下
し
…
琴
鶴
君
侯
‘
筑
波
山
に
対
し
て
笙
を
吹
く
瑶
韻

に
次
ぎ
奉
る
物
茂
卿
再
拝
）

（
七
言
律
詩
は
省
略
）

（
史
料
中
の
傍
線
、
（
）
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）

傍
線
A
の
「
祭
酒
林
懇
」
は
、
幕
府
儒
家
で
祭
酒
の
林
鳳
岡
⑭
を
指
し
、
傍
線
D
の

「
物
茂
郷
」
は
、
「
物
茂
卿
」
の
誤
り
で
、
荻
生
祖
株
の
こ
と
で
あ
る
閲
゜
鳳
岡
と
祖

株
が
、
直
邦
の
詩
に
返
詩
を
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
内
閣
文
庫
の
目
録
で
は
、
「
暇
之
記
」
の
著
者
を
増
山
正
弥
と
し
て

い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
実
は
、
傍
線
A
の
「
豊
州
刺
史
丹
治
君
」
の
右
肩
に
は
、

万
年
筆
書
き
で
「
増
山
兵
部
少
輔
正
弥
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
目
録
作
成
者
が
こ
の

書
き
込
み
を
見
て
、
著
者
を
「
増
山
正
弥
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、

目
録
作
成
者
自
身
が
書
き
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
書
き
込

み
に
よ
り
「
暇
之
記
」
は
、
増
山
正
弥
の
著
述
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
著

述
の
主
「
豊
州
刺
史
丹
治
」
（
傍
線
A
)
は
、
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
従
五
位

．
 

下
豊
前
守
と
な
り
⑩
、
先
祖
ゆ
か
り
の
丹
治
を
称
し
、
ま
た
「
琴
鶴
」
（
傍
線
C
)
を

号
し
た
直
邦
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
⑫
゜

直
邦
と
鳳
岡
・
祖
株
と
の
関
係
を
さ
ら
に
述
べ
れ
ば
、
鳳
岡
の
墓
碑
は
、
本
人
か

ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
直
邦
が
記
し
て
い
る
⑫
。
祖
株
と
の
関
係
で
は
、
『
祖
練
集
』
に

薗
邦
宛
の
漠
詩
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
直
邦
は
祖

練
の
門
弟
で
あ
る
。
「
暇
之
記
」
に
も
、
こ
の
漢
詩
以
外
に
「
林
臥
」
と
題
す
る
祖

株
の
漢
詩
と
、
こ
れ
に
返
し
た
直
邦
の
漢
詩
「
和
祖
練
翁
林
臥
雅
韻
」
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
⑫
。

こ
の
よ
う
に
直
邦
は
、
下
館
滞
在
中
も
、
江
戸
の
文
化
人
と
の
交
流
を
続
け
、
四
季

の
風
景
を
楽
し
み
、
漢
詩
や
和
歌
を
作
り
、
笙
を
吹
き
、
蹴
鞠
、
謡
や
仕
舞
等
を
嗜

み
、
風
流
を
忘
れ
ず
、
自
ら
も
文
化
人
と
し
て
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
⑳
。

四
、
直
邦
と
親
族

「
暇
之
記
」
で
は
、
囲
邦
が
母
や
妻
を
想
う
記
述
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

江
戸
か
ら
の
下
向
の
途
中
、
本
郷
と
い
う
場
所
に
来
れ
ば
、
母
君
の
住
む
里
の
名
と

同
じ
だ
と
言
っ
て
母
を
想
い
、
ま
た
あ
る
時
は
、
妻
子
を
想
っ
て
常
盤
橋
の
江
戸
屋

敷
へ
詩
を
送
っ
て
い
る
訓
。
直
邦
の
妻
は
、
柳
沢
吉
保
養
女
の
土
佐
子
で
、
上
佐
子
も

ま
た
直
邦
を
想
い
、
和
歌
で
返
し
を
送
っ
て
い
る
。

直
邦
の
母
の
方
で
も
、
下
館
に
小
林
と
い
う
者
を
遣
わ
し
、
直
邦
を
気
遣
っ
て
い

る
⑫
。
四
日
間
の
下
館
滞
在
後
、
江
戸
へ
戻
る
小
林
に
対
し
て
、
直
邦
は
、

（

帰

）

（

許

）

（

言

伝

）

小
林
か
へ
り
な
ん
と
い
へ
は
、
直
好
の
御
も
と
へ
こ
と
つ
て
A

、
老
楓
の
記
を

を
く
る
、

と
、
「
老
楓
記
」
を
、
直
好
へ
贈
っ
て
い
る
。
「
老
楓
記
」
は
、
直
邦
が
、
城
内
に

あ
っ
た
老
楓
に
つ
い
て
漢
文
で
記
し
た
も
の
で
、
直
邦
は
、
こ
の
楓
を
大
変
気
に
入

り
、
遊
仙
楓
と
名
づ
け
、
木
陰
で
夏
の
暑
さ
を
凌
ぎ
、
客
人
を
も
て
な
し
て
い
る
⑳
。

直
好
と
は
、
直
邦
の
兄
の
中
山
直
好
の
こ
と
で
、
舟
は
直
邦
と
同
じ
黒
田
用
綱
の
娘

で
あ
る
。
当
時
、
母
と
直
好
は
、
本
郷
の
家
に
同
居
し
て
お
り
⑳
‘
そ
の
た
め
、
小
林

に
直
好
宛
の
「
老
楓
記
」
を
言
付
け
た
の
だ
ろ
う
。

「
暇
之
記
」
で
は
、
こ
の
他
に
も
、
家
族
や
丹
治
中
山
一
族
を
気
遣
う
直
邦
の
様

子
が
多
く
描
か
れ
る
⑳
゜

と
こ
ろ
で
、
直
邦
が
妻
に
詩
を
送
っ
た
の
は
、
閏
五
月
―
一
日
で
、
こ
の
年
に
は
閏

五
月
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
直
邦
が
下
館
藩
主
の
元
禄
十
六
（
一
七

0
1
―
-
）
年
正

月
か
ら
享
保
十
七
(
-
七
三
二
）
年
三
月
ま
で
の
間
で
、
閏
五
月
が
あ
る
の
は
、
正

徳
三
（
一
七
―
―
―
-
）
年
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
「
暇
之
記
」
が
書
か
れ
た
年
は
、
正

徳
三
年
に
比
定
で
き
る
。

ま
た
、
前
述
の
栗
橋
の
渡
し
の
場
面
（
四
月
十
六
日
条
）
で
、
去
年
ま
で
の
古
河

城
主
は
「
豆
州
某
」
だ
っ
た
が
、
今
年
か
ら
主
が
変
わ
っ
た
と
し
て
い
た
が
、
歴
代

の
ぶ
と
き

古
河
藩
主
の
中
で
「
伊
豆
守
」
を
名
乗
る
の
は
、
松
平
信
輝
と
松
平
信
祝
の
親
子
―
―

人
だ
け
で
、
信
祝
は
、
正
徳
一
一
年
に
古
河
か
ら
三
河
国
吉
田
へ
転
封
と
な
っ
て
い
る
。

(4) 
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五
、
下
館
の
風
景

「
暇
之
記
」
の
中
に
は
、
下
館
の
風
景
が
多
く
描
か
れ
る
。
こ
の
辺
り
は
、
麦
や

綿
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
筑
波
山
や
神
波
山
（
加
波
山
）
、
小
栗
山
な
ど
の
山
々
と
、

田
畑
の
緑
が
続
く
風
景
が
描
か
れ
印
象
深
い
。
下
館
城
下
を
流
れ
る
五
行
川
で
行
な

わ
れ
て
い
た
五
行
さ
ら
し
に
関
す
る
、
六
月
七
日
の
記
述
を
み
て
み
た
い
。

（芹）

七
日
、
城
の
乾
の
門
を
岡
せ
り
口
と
い
ふ
、
そ
の
か
た
は
ら
よ
り
出
れ
は
城
は

（

境

）

（

沿

）

（

流

）

（

向

）

さ
か
ひ
に
そ
ふ
て
、
な
か
る
A

川
あ
り
、
五
行
の
川
下
な
り
、
（
中
略
）
む
か
ふ

（

仙

在

）

（

晒

）

（

営

）

の
里
を
せ
ん
さ
い
と
云
、
こ
の
里
の
も
の
、
此
川
ま
て
木
綿
を
さ
ら
し
て
い
と

（

晒

）

（

見

）

な
み
と
す
、
五
行
さ
ら
し
と
い
ふ
は
こ
れ
な
り
、
こ
な
た
の
芝
間
よ
り
み
れ
は
、

木
綿
を
あ
く
に
ひ
た
し
、
う
す
に
て
つ
き
、
川
に
て
そ

~
v、
お
ほ
く
は
男
の

（業）
わ
さ
な
れ
と
、
女
も
い
て
、
子
と
も
A

十
四
、
五
な
る
は
、
そ
の
わ
さ
を
な
す
、

（

潅

）

（

振

潅

）

あ
る
は
悼
に
か
け
て
水
に
す
A

き
、
あ
る
は
両
の
手
に
も
ち
て
ふ
り
す
A

V

、

（

丸

）

（

波

）

い
と
手
な
れ
て
布
の
ま
ろ
く
輪
の
こ
と
く
に
廻
り
、
あ
る
は
な
み
の
う
ね
／
＼

（如）

ひ
ら
め
く
、
川
水
は
瀧
な
と
の
石
に
あ
た
り
く
た
け
ち
る
こ
と
く
、
浪
の
花
よ

（

興

）

（

見

）

（

向

）

り
は
け
う
有
て
み
ゆ
‘
む
か
ふ
の
河
原
に
竹
を
い
く
つ
も
た
て
な
ら
へ
、
布
を

（

晒

）

（

晒

）

か
け
て
日
に
さ
ら
す
こ
と
、
い
く
つ
と
い
ふ
数
を
し
ら
す
、
玉
川
に
さ
ら
す
て

（

手

作

）

（

興

）

（

見

物

）

（

絹

巻

）

つ
く
り
お
ほ
え
て
、
こ
れ
又
け
う
あ
る
み
も
の
也
、
夜
は
内
に
入
れ
て
き
ぬ
ま

（音）

（打）

き
に
か
け
く
う
つ
、
き
ぬ
た
の
を
と
夜
半
過
る
頃
ま
て
は
城
へ
も
満
、
ち
か
く

（

涼

）

（

暑

）

き
こ
ゆ
‘
川
風
す
A

し
く
て
、
あ
つ
き
日
は
夕
か
た
こ
A

に
た
ひ
／
＼
い
づ
、

城
の
乾
（
北
西
）
の
岡
芹
口
か
ら
外
に
出
れ
ば
、
城
に
沿
っ
て
五
行
川
が
流
れ
、
川

向
こ
う
は
仙
在
と
い
う
⑳
。
こ
こ
の
里
人
は
、
木
綿
を
さ
ら
し
生
業
と
し
、
こ
れ
を
五

行
さ
ら
し
と
い
う
。
こ
ち
ら
か
ら
眺
め
れ
ば
、
木
綿
を
灰
汁
に
浸
し
、
臼
で
掲
き
、

川
で
濯
い
で
い
る
。
多
く
は
男
の
仕
事
だ
が
、
女
や
一
四
、
五
歳
の
子
供
も
行
な
う

と
い
う
。
布
を
水
で
濯
ぐ
姿
も
、
河
原
で
日
に
晒
す
様
子
も
、
直
邦
に
は
興
あ
る
景

色
と
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
晒
し
た
布
は
夜
に
は
取
り
入
れ
、
砧
で
打
つ
音
が
、
夜

半
過
ぎ
ま
で
城
内
に
ま
で
響
い
た
と
い
う
。
匝
邦
は
、
暑
い
日
に
は
、
川
風
涼
し
い

こ
の
場
所
を
度
々
訪
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、

「
暇
之
記
」
は
正
徳
一
―
一
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

六
、
直
邦
の
想
い

直
邦
は
、
こ
の
他
に
も
蕨
摘
み
に
折
本
5
へ
行
っ
た
り
、
小
栗
山
の
神
明
社
や
大
国

下
へ
詣
で
た
り
し
な
が
ら
、
そ
の
道
々
で
の
情
景
を
書
き
と
め
て
い
る
⑳
。
ま
た
、
五

月
五
日
の
菖
蒲
の
節
句
で
は
、
軒
ご
と
に
菖
蒲
を
挿
し
、
旗
を
立
て
て
賑
わ
う
様
子

な
ど
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

直
邦
は

秋
も
深
ま
る
旧
暦
七
月
十
三
日
、
世
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、

記
」
の
最
後
の
日
を
記
し
て
い
る
⑳
゜

（

寒

）

（

虫

）

（

声

）

+
―
―
一
日
、
秋
も
夜
さ
む
に
な
り
ゆ
く
ま
A

、
む
し
の
こ
ゑ
も
好
ま
さ
り
て
、
た
A

（常）

な
ら
ぬ
萩
か
下
葉
も
所
せ
き
露
に
夜
な
／
＼
う
つ
ろ
ふ
月
の
つ
ね
よ
り
も
今
宵

（

清

）

（

澄

）

（

登

）

（

妬

）

（

吹

）

（

払

）

は
さ
や
か
に
す
み
の
ほ
り
て
、
ね
た
む
へ
き
雲
も
み
な
ふ
き
は
ら
ひ
、
松
は
風

（

昔

）

（

今

）

（

曇

）

（

浮

）

さ
へ
た
え
て
お
ひ
し
き
に
、
い
と
A

む
か
し
い
ま
の
事
ま
て
く
も
り
も
な
く
う

（

覚

）

（

眺

）

（

更

）

か
ひ
き
ぬ
れ
は
、
お
ほ
え
ぬ
事
も
な
く
な
か
め
か
こ
ち
て
ふ
け
ゆ
く
ま
し
、
世

の
う
つ
り
か
は
り
あ
る
は
な
く
、
な
き
は
数
そ
ふ
あ
は
れ
な
る
な
か
に
、
お
し

み
奉
り
て
も
う
へ
な
し
は
、

直
邦
の
脳
裏
に
は
、
今
は
亡
き
将
軍
綱
吉
の
恩
が
浮
か
び
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
が
思

い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
⑳
。
直
邦
は
、
綱
吉
は
優
れ
た
君
主
で
、
孔
孟
の
道
を
深
く
学

び
、
自
ら
講
釈
も
行
い
、
能
、
囃
子
な
ど
に
も
長
け
て
い
た
と
称
賛
し
、
筆
に
尽
く

し
難
い
多
く
の
恩
を
受
け
今
の
自
分
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
綱
吉
亡
き
今
、
綱

吉
を
偲
び
、
今
後
を
不
安
に
思
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、

（書）

か
A

る
事
な
と
か
き
っ
A

V

れ
は
、
自
讃
に
似
た
れ
と
、
こ
れ
は
数
に
も
あ
ら

ぬ
、
自
讃
す
へ
き
事
に
も
あ
ら
さ
る
へ
し
、
た
ゞ
お
も
ひ
つ
A

V

か
事
を
、
人

（

見

）

（

慰

）

（

帰

）

の
み
る
へ
し
物
な
ら
ね
は
、
つ
れ
ノ
＼
な
く
さ
め
て
書
つ
A

く
る
な
り
、
か
へ

（

遥

）

（

胸

）

（

塞

）

ら
ぬ
秋
を
は
る
か
に
思
ひ
、
ち
か
く
あ
ふ
れ
は
、
は
て
／
＼
は
む
ね
ふ
さ
か
り
、

（

涙

）

（

咽

）

（

見

）

（

恨

）

な
み
た
に
の
み
む
せ
か
へ
り
、
月
を
み
る
さ
へ
う
ら
め
し
け
れ
と
、
い
か
A

は

せ
ん
い
ね
も
や
ら
す
‘

と
し
て
、
「
暇
之
記
」
は
人
に
見
せ
る
物
で
は
な
い
の
で
、
た
だ
慰
め
に
書
き
続
け

る
の
だ
と
し
て
、
綱
吉
と
の
強
い
繋
が
り
と
そ
の
恩
を
記
し
、
さ
ら
に
、
帰
ら
ぬ
秋

を
思
い
、
胸
塞
が
り
、
涙
を
流
す
の
で
あ
る
。

「
暇
之

(5) 
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「
暇
之
記
」
の
書
か
れ
た
正
徳
期
は
、
新
井
白
石
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
正
徳
の

治
」
が
行
な
わ
れ
、
綱
吉
期
と
政
策
が
大
き
く
転
換
し
た
時
期
で
あ
る
。
正
徳
期
に

な
っ
て
直
邦
が
暇
を
給
わ
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
綱
吉
近
く
に
仕
え
て
い
た
直
邦
に
は

領
地
へ
の
下
向
は
難
し
か
っ
た
が
、
綱
吉
死
後
は
、
将
軍
と
の
距
離
が
で
き
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
綱
吉
と
の
関
係
に
よ
り
昇
進
し
て
き
た

直
邦
は
、
帰
ら
ぬ
日
々
や
今
後
を
想
い
、
不
安
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
心
配
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
家
綱
、
家
宣
両
将
軍
下
で
の
活
躍
こ
そ
見
ら
れ
な
い

が
、
吉
宗
の
時
代
に
は
再
び
登
用
さ
れ
、
奏
者
番
、
寺
社
奉
行
、
西
丸
老
中
へ
と
昇

進
す
る
の
で
あ
る
⑳
゜

直
邦
が
綱
吉
の
目
に
か
な
っ
た
の
は
、
そ
の
人
柄
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
、
直

邦
の
教
養
の
高
さ
が
、
儒
教
好
き
の
綱
吉
に
気
に
入
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
閻
゜

ま
た
、
吉
宗
に
登
用
さ
れ
た
の
も
、
や
は
り
そ
の
学
識
の
深
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
⑳
。
最

後
に
直
邦
の
学
問
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

直
邦
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
僑
学
に
精
通
し
、
「
暇
之
記
」
の
中
に
も
、

中
庸
を
講
釈
す
る
姿
や
、
大
学
、
易
経
を
論
じ
、
四
書
を
重
視
す
べ
き
こ
と
等
が
記

さ
れ
、
儒
学
重
視
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
晩
年
に
は
「
大
成

経
」
の
注
釈
書
「
嗚
鶴
紗
」
を
執
筆
し
、
儒
仏
神
一
二
教
一
致
を
説
い
て
い
る
⑳
。
当

時
、
幕
府
の
庇
護
の
も
と
、
著
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
た
近
世
儒
学
は
、
排
仏
論
と

神
道
の
接
近
に
よ
り
神
儒
一
致
を
唱
え
、
激
し
い
排
仏
論
を
展
開
し
て
い
た
が
、
こ

れ
に
対
抗
す
べ
く
生
ま
れ
た
の
が
、
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
て
儒
仏
神
一
二
教
一
致
を
説

く
「
大
成
経
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
⑳
‘
祖
練
や
太
宰
春
台
と
も
親
し
く
、
個
学
を
重

視
し
て
い
た
直
邦
が
、
儒
仏
神
三
教
一
致
思
想
へ
と
そ
の
思
想
を
変
化
さ
せ
た
こ
と

は
興
味
深
い
。
「
暇
之
記
」
五
月
十
日
条
に
は
、

（

学

）

（

三

）

（

道

）

を
よ
そ
今
、
人
の
ま
ね
ふ
所
は
、
儒
釈
道
の
み
つ
と
は
い
へ
と
、
道
家
の
み
ち

は
此
国
に
せ
ん
と
ま
ね
ふ
も
の
ま
れ
な
り
、
こ
の
国
の
神
の
道
と
も
に
三
つ
也
、

を
の
ノ
＼
好
み
に
し
た
か
ひ
て
ま
ね
ふ
へ
き
そ
、
中
に
も
人
の
道
の
く
は
し
き

（教）

は
、
聖
人
の
を
し
へ
に
す
ぐ
る
は
な
き
ぞ
、

と
し
て
、
人
の
学
ぶ
べ
き
も
の
は
儒
教
•
仏
教
・
道
教
の
三
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

終
わ
り
に

m内
閣
文
庫
、

「
暇
之
記
」
、

統
一
す
る
。

②
久
留
里
藩
は
、
黒
田
直
邦
の
養
嗣
子
の
直
純
が
、
寛
保
―
―

留
里
に
入
封
し
て
よ
り
、
明
治
ま
で
黒
田
家
が
藩
主
で
あ
る
。

③
「
御
明
細
録
」
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
、
黒
田
家
家
臣

B
比
野
孫
兵
衛

が
、
黒
田
家
譜
作
成
に
あ
た
っ
て
収
集
し
た
関
係
資
料
の
う
ち
、
家
譜
へ
採
録
し
な

か
っ
た
、
初
代
直
邦
か
ら
六
代
直
方
ま
で
の
事
跡
、
事
柄
な
ど
の
明
細
を
と
り
あ
げ
、

家
譜
の
附
録
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
を
、
明
治
十
四
(
-
八
八
一
）
年
に
西
野
重
光

が
写
し
た
も
の
。
『
御
明
細
録
ー
上
総
久
留
里
藩
主
黒
田
氏
の
記
録
ー
』
と
し
て
活

字
化
さ
れ
て
い
る
（
上
総
古
文
書
の
会
編
・
発
行
、
二

0
0
六
年
）
。

う

じ

ょ

う

の

い

っ

て

き

④
「
雨
城
廼
一
滴
」
は
、
旧
久
留
里
藩
士
森
勝
蔵
が
、
久
留
里
藩
に
関
す
る
膨
大
な

資
料
や
記
録
を
収
集
し
、
明
治
二
十
八
年
に
纏
め
た
も
の
。
雨
城
と
は
久
留
里
城
の

こ
と
。
こ
の
中
に
「
俯
而
既
二
灰
儘
セ
シ
書
目
ノ
内
、
御
家
二
対
シ
尤
モ
必
要
ナ
ル

表
題
ヲ
左
二
掲
ケ
テ
後
日
探
訪
ノ
参
考
二
供
ス
」
と
し
て
、
編
集
時
に
参
考
に
で
き

な
か
っ
た
書
籍
の
一
覧
を
載
せ
る
（
『
雨
城
廼
一
滴
ー
上
総
久
留
里
藩
主
黒
田
氏
の

記
録
ー
』
上
総
古
文
書
の
会
編
・
発
行
、
二

0
0
九
年
）
。
な
お
、
森
勝
蔵
に
は
、

久
留
里
藩
の
諸
記
録
を
、
大
正
三
(
-
九
―
四
）
年
に
纏
め
た
「
久
留
里
藩
制
一
班
」

注 H
本
で
は
道
教
を
学
ぶ
者
は
ま
れ
で
あ
り
、
日
本
の
神
の
道
、
つ
ま
り
神
道
を
加
え

て
、
儒
教
•
仏
教
•
神
道
の
三
つ
を
学
ぶ
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
々
が
好
み

に
従
っ
て
学
べ
ば
よ
い
と
し
な
が
ら
も
、
人
の
道
に
つ
い
て
は
、
聖
人
の
教
え
、
つ

ま
り
儒
教
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
三
教
の

中
で
も
儒
教
重
視
で
あ
り
、
儒
仏
神
三
教
一
致
で
は
な
い
。
綱
吉
の
下
で
の
直
邦
は
、

儒
学
を
重
視
し
、
三
教
一
致
思
想
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
綱
吉
か
ら
吉
宗
ヘ

至
る
政
権
交
替
が
、
直
邦
の
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
邦
と
「
大

成
経
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

請
求
番
号
二

0
四
ー
三

0
1
。

内
表
紙
に
は
「
い
と
ま
の
記
」

写
本
、
縦
帳
、

と
記
さ
れ
る
。

七
四

T
。
表
紙
に
は

以
後
「
暇
之
記
」
で

（
一
七
四
―
-
）

年
に
久

(6) 
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（
『
久
留
里
藩
制
一
班
千
葉
県
史
料
近
世
編
』
一
九
九

0
年
）
も
あ
る
。

向
「
寛
政
重
修
諸
家
系
譜
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
編
、
以
下
『
寛
政
譜
』
と
略
す
）

巻
六
六

0
、
黒
田
直
邦
の
項
。
黒
田
家
に
関
す
る
系
譜
は
『
寛
政
譜
』
以
外
に
、
「
丹

治
家
譜
」
（
「
黒
田
家
文
書
」
久
留
里
城
址
資
料
館
寄
託
）
、
「
上
総
久
留
里
黒
田

家
譜
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
史
料
番
号
四
一
七
五
I

五
九
九
）
、
「
御
明

細
録
」
等
が
あ
る
。

⑥
『
徳
川
実
紀
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。
以
下
、
『
実
紀
』
と
略
す
）
宝

永
六
（
一
七

0
九
）
年
正
月
十
八
日
条
。

⑦
西
丸
は
、
次
期
将
軍
家
軍
。
「
丹
治
家
譜
」
で
は
、
直
邦
は
家
菫
の
博
と
な
っ
た

と
す
る
。

⑧
『
実
紀
』
享
保
二
十
（
一
七
一
二
五
）
年
一
二
月
二
十
六
日
条
。

⑨
「
黒
田
家
文
書
」
に
は
、
「
古
今
和
歌
集
伝
授
之
血
脈
」
や
卜
部
家
か
ら
の
「
神

道
伝
授
暑
」
な
ど
が
残
る
。

⑩
「
鳴
鶴
紗
」
（
「
黒
田
家
文
書
」
）
。
「
大
成
経
」
は
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）

年
に
禁
書
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
多
く
の
信
奉
者
が
お
り
、
偏
無
為
（
依
田
貞
鎮
）

は
、
代
表
的
な
一
人
で
あ
り
、
直
邦
と
も
大
変
に
親
し
く
、
直
邦
没
後
も
、
息
子
直

亨
の
学
問
の
師
と
な
っ
て
い
る
。
直
邦
没
後
伯
匹
無
為
と
直
邦
妻
土
佐
子
と
の
交
流

は
、
土
佐
子
の
記
し
た
「
言
の
菓
草
」
（
柴
桂
子
監
修
『
黒
田
土
佐
子
著
「
石
原

記
」
「
言
の
葉
草
」
ー
大
名
夫
人
の
日
記
ー
』
桂
文
庫
発
行
‘
―

1
0
0
八
年
）
に
頻

繁
に
見
ら
れ
る
。

⑪
秋
山
高
志
「
祖
株
学
の
地
方
展
開
（
一
）
ー
常
陸
国
下
館
藩
黒
田
直
邦
を
主
に
ー
」

（
『
目
白
大
学
人
文
学
部
紀
要
地
域
文
化
篇
2
』
一
九
九
六
年
）
。
秋
山
氏
に
よ

れ
ば
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
は
、
「
家
僕
教
訓
」
「
黒
田
直
重
文
集
」
「
鳥
の
音
」

「
治
教
客
論
」
「
老
話
」
「
五
憲
法
か
な
書
」
「
鳴
鶴
紗
」
の
七
点
、
そ
の
他
、
「
丹

治
家
譜
」
に
直
邦
の
著
作
と
し
て
載
る
も
の
は
、
「
詩
文
遺
稿
」
「
和
歌
遺
草
」
「
五

憲
法
解
」
「
論
孟
庸
思
」
「
格
知
論
」
「
政
解
」
「
翁
姻
茶
話
」
「
鳥
鳴
記
」
と
す

る
。
秋
山
氏
は
挙
げ
て
い
な
い
が
「
上
総
久
留
里
黒
田
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以

外
に
「
鳥
音
」
「
暇
記
」
が
あ
る
。

閂
直
邦
に
関
す
る
研
究
は
、
秋
山
論
文
（
前
掲
注
11)
で
は
狙
株
学
と
の
関
係
を
、

小
笠
原
春
夫
「
大
成
経
の
影
ー
直
邦
と
春
台
・
偏
無
為
」
（
『
神
道
宗
教
』
九
二
、

一
九
七
八
年
一

0
月
、
の
ち
『
国
儒
論
争
の
研
究
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
）

に
一
部
変
更
の
上
収
録
）
、
「
黒
田
直
邦
の
『
鳴
鶴
紗
』
に
つ
い
て
」
（
『
神
道
宗

教
』
一
〇
七
、
一
九
八
一
一
年
、
の
ち
『
国
儒
論
争
の
研
究
』
に
一
部
変
更
の
上
収
録
）

で
は
、
大
成
経
と
直
邦
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
。
こ
の
他
、
『
下
館
市
史
』
（
一

九
六
八
年
）
、
『
沼
田
市
史
』
(
-
九
五
二
年
）
、
『
利
根
郡
誌
』
(
-
九
一
一
八
年
）
、

『
君
津
市
史
通
史
編
』
（
二

0
0
一
年
）
等
の
自
治
体
史
で
は
、
下
館
・
沼
田
・

久
留
里
藩
主
の
黒
田
家
を
取
り
扱
う
。
ま
た
、
黒
田
家
歴
代
の
墓
の
あ
る
能
仁
寺
と

直
邦
に
つ
い
て
は
、
坂
口
和
子
編
『
武
陽
山
能
仁
寺
』
（
武
陽
山
能
仁
寺
発
行
、
一

九
九
一
年
）
が
詳
し
い
。
ま
た
、
飯
能
市
名
栗
村
史
編
集
委
員
会
編
『
名
栗
の
歴
史

上
』
（
二

0
0
八
年
）
に
は
、
直
邦
が
能
仁
寺
末
寺
の
柏
林
寺
に
大
般
若
経
を
奉

納
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
（
第
四
章
第
一
一
節
「
大
般
若
経
の
奉
納
」
丸
山
美

季
氏
執
筆
分
）
。

⑬
現
在
の
、
埼
至
県
飯
能
市
飯
能
。
直
邦
の
実
父
中
山
直
張
や
そ
の
祖
先
が
葬
ら
れ
、

直
邦
以
降
の
黒
田
家
歴
代
の
墓
も
あ
る
。
直
邦
の
墓
碑
の
銘
文
は
、
太
宰
春
台
に
よ

る
（
『
飯
能
市
史
資
料
編
I

（
文
化
財
）
』
、
一
九
七
六
年
）
。

い

み

な

あ

ざ

な

⑪
祭
酒
は
、
大
学
頭
の
唐
名
。
林
鳳
岡
の
緯
は
想
・
信
篤
、
字
は
直
民
。
林
羅
山
の

孫
。
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
、
湯
島
昌
平
坂
に
聖
堂
が
新
規
に
造
営
さ
れ
る
に
先

立
ち
、
束
髪
を
命
じ
ら
れ
従
五
位
下
大
学
頭
に
任
じ
ら
れ
た
（
『
実
紀
』
元
禄
四
年

正
月
＋
―
―
一
日
条
）
。

あ
ざ
な

⑬
祖
棟
は
、
祖
先
を
物
部
氏
と
し
、
字
は
茂
卿
。
祖
株
が
送
っ
た
と
い
う
「
暇
之
記
」

に
載
る
こ
の
漢
詩
は
、
「
祖
株
集
」
（
平
石
直
昭
編
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三

巻
狙
練
集
荻
生
狙
練
著
』
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
、
以
下
『
狙
練
集
』

と
略
す
）
に
「
次
韻
琴
鶴
君
侯
対
筑
波
山
吹
笙
」
と
し
て
載
る
。

⑮
刺
史
は
、
国
司
の
唐
名
。

⑰
直
邦
は
、
琴
鶴
、
ま
た
覆
山
と
も
号
す
（
「
丹
治
家
譜
」
、
「
上
総
久
留
里
黒
田

家
譜
」
）
。

⑬
碑
文
中
に
「
嘗
顧
令
曰
吾
没
碑
銘
当
請
丹
中
太
夫
也
」
と
あ
り
、
鳳
岡
自
身
が
、

生
前
に
「
丹
中
太
夫
」

(II
直
邦
）
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
碑
文
に
「
享

保
十
七
（
一
七
―
―
―
―
-
）
年
壬
子
七
月
乙
酉
朔
中
太
夫
丹
治
直
邦
謹
識
」
と
あ
る
。

な
お
こ
の
墓
碑
銘
は
、
『
下
館
市
史
』
に
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(7) 
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「
石
原
記
」

⑲
六
月
七

H
条
に
「
日
は
わ
す
れ
ね
れ
と
、
こ
の
ほ
と
な
れ
は
、
こ
A

に
み
な
し
る
し

を
き
ぬ
」
と
し
て
載
せ
る
。
な
お
、
「
林
臥
」
の
詩
は
、
『
祖
練
集
』
に
も
見
え
る
。

（遊）

⑳
「
暇
之
記
」
五
月
十
五
日
条
に
は
、
「
家
僕
の
亭
に
ゆ
き
て
あ
そ
ふ
、
夕
か
け
に

（共）

蹴
鞠
あ
り
、
城
下
の
町
に
あ
る
者
三
、
四
人
、
家
の
子
と
も
A

く
は
A

る
、
田
舎
の

く
つ
下
に
は
げ
し
そ
も
あ
ら
す
、
夜
に
入
て
月
い
と
よ
し
」
と
あ
り
、
ま
た
五
月
二

（

遊

）

（

謡

）

（

仕

舞

）

十
五
日
条
「
廿
五
日
、
家
僕
の
亭
に
て
あ
そ
ふ
、
つ
ゐ
に
出
も
せ
ぬ
う
た
ひ
し
ま
ひ
、

（寂）

わ
す
れ
も
せ
ね
は
、
そ
ゞ
の
か
さ
れ
て
、
浦
さ
ひ
し
く
も
あ
れ
は
つ
る
、
跡
の
世
ま

（
拍
子
）

て
も
な
と
、
ひ
や
う
し
と
り
や
A

た
ち
出
な
と
し
て
夜
更
ぬ
」
な
ど
と
あ
り
、
家
臣

の
家
や
寺
を
訪
れ
、
蹴
鞠
や
謡
・
仕
舞
に
興
じ
て
い
る
。

仰
四
月
十
五
日
条
、
閏
五
月
―
一
日
条
。
常
盤
橋
は
、
元
禄
八
年
四
月
一
―
十
五
日
に
拝

領
し
た
黒
田
家
の
江
戸
上
屋
敷
で
あ
る
（
「
御
明
細
録
」
）
。

闘
六
月
二
日
条
。

⑳
「
老
楓
記
」
は
、
囲
好
だ
け
で
な
く
、
祖
株
に
も
送
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
祖

練
集
』
に
「
琴
鶴
丹
侯
和
予
林
臥
詩
併
以
霊
楓
記
見
寄
再
依
前
韻
柳
述
其
事
奉
呈
」

と
あ
る
「
霊
楓
記
」
が
「
老
楓
記
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
黒
田
直

重
文
集
」
（
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
）
に
も
「
老
楓
記
」
全
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

囲
重
は
直
邦
の
初
名
。

⑳
黒
田
士
佐
子
の
記
し
た
「
石
原
記
」
に
は
、
直
邦
・
士
佐
子
夫
妻
と
、
直
好
・
母

君
と
の
交
流
が
多
く
記
さ
れ
、
直
好
の
屋
敷
の
あ
る
本
郷
に
母
が
住
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
「
石
原
記
」
は
、
享
保
二
年
の
江
戸
大
火
で
焼
け
出
さ
れ
た
士
佐
子
と

家
族
が
、
常
盤
橋
の
屋
敷
へ
戻
る
ま
で
の
、
約
二
年
間
の
記
録
で
あ
る
。
題
名
の
「
石

原
」
は
、
大
災
後
に
移
り
住
ん
だ
先
が
、
本
所
石
原
の
下
屋
敷
だ
っ
た
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
注
100

（

今

日

）

（

私

）

⑳
例
え
ば
「
暇
之
記
」
四
月
―
―
十
九
日
条
「
け
ふ
は
わ
た
く
し
の
忌
の
日
な
れ
は
、

（

招

）

（

斎

）

毎
月
浄
典
寺
、
妙
西
寺
の
和
尚
を
か
は
る
／
＼
ま
ね
き
て
と
き
ま
い
ら
す
、
曹
桐
宗

（
今
日
）

の
寺
也
、
晦
日
な
れ
と
、
小
の
月
な
れ
は
け
ふ
を
用
ゆ
‘
」
と
あ
り
、
従
兄
弟
の
中

山
直
房
の
法
要
を
、
「
私
の
忌
日
」
と
し
て
執
り
行
っ
て
い
る
。
中
山
直
房
は
、
実

父
中
山
直
張
の
兄
で
あ
る
直
守
の
息
子
で
、
宝
永
三
(
-
七

0
六
）
年
四
月
二
十
九

日
に
没
し
て
い
る
（
「
寛
政
譜
」
）
。

親
族
の
付
き
合
い
や
、
中
山
廟
へ
の
参
詣
の
様
子
は
、

「
言
の
葉
草
」

に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
「
言
の
葉
草
」
も
黒
田
土
佐
子
の
残
し
た
、

か
ら
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
ま
で
の
記
録
。
前
掲
注
100

⑳
岡
芹
は
城
の
西
北
部
の
地
名
。
「
御
明
細
録
」
に
は
、
「
岡
芹
牛
芳
種
」
を
将
軍

に
献
上
し
た
記
事
が
見
え
る
（
享
保
十
三
(
-
七
―
一
八
）
年
二
月
）
。
牛
努
種
は
、

漢
方
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
仙
在
は
五
行
川
沿
岸
の
地
名
。
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）

年
に
は
、
下
館
町
近
在
で
木
綿
晒
業
が
成
立
し
て
い
た
。
（
『
茨
城
県
の
地
名
日

本
歴
史
地
名
大
系
』
平
凡
社
）

5
筑
西
市
の
地
名
。
五
行
川
右
岸
に
位
置
す
る
。

⑳
神
明
社
は
、
茨
城
県
筑
西
市
の
小
栗
内
外
大
神
宮
、
大
国
玉
は
、
茨
城
県
桜
川
市

の
大
国
玉
神
社
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

⑳
こ
の
年
は
閏
五
月
が
あ
っ
た
た
め
に
秋
の
深
ま
り
も
早
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（

若

）

（

自

）

（

網

吉

）

⑳
七
月
十
三
日
条
「
わ
か
君
に
つ
か
へ
奉
れ
は
、
み
つ
か
ら
十
四
の
時
よ
り
常
憲
院

（

若

）

（

隠

）

の
御
身
ち
か
く
ま
い
り
な
れ
侍
る
よ
し
、
あ
は
れ
に
や
わ
か
君
か
く
れ
さ
せ
給
ふ
て

（

後

）

（

節

）

（

召

）

（

勤

）

の
ち
も
、
折
ふ
し
こ
と
に
め
し
い
て
し
か
、
又
の
年
の
春
、
御
そ
ば
に
つ
と
む
へ
し

（

昼

）

（

夜

）

（

深

）

（

恵

）

（

語

）

仰
こ
と
あ
り
て
、
ひ
る
よ
る
つ
か
へ
奉
り
、
ふ
か
き
御
め
く
み
の
数
／
＼
は
か
た
る

（

尽

）

（

難

）

に
も
筆
に
も
つ
く
し
か
た
し
、
た
ひ
／
＼
禄
さ
さ
せ
官
位
も
す
A

み
て
、
身
に
お
は

ぬ
四
品
に
い
た
り
、
下
館
の
城
主
に
ま
て
な
さ
せ
給
ひ
ぬ
、
そ
の
あ
り
し
世
の
事
を

（

思

）

（

添

）

（

蔭

）

（

優

）

つ
＜
く
と
お
も
ひ
い
つ
る
に
、
か
た
し
け
な
き
御
か
け
こ
と
な
か
ら
、
人
に
す
く

（

多

）

（

自

）

れ
給
へ
る
事
の
み
そ
、
お
ほ
か
め
る
、
（
中
略
）
み
つ
か
ら
と
一
人
二
人
よ
り
外
は

（聞）

人
に
き
か
さ
せ
給
は
ぬ
御
大
事
な
と
も
し
ら
さ
せ
給
ふ
、
折
ふ
し
は
吉
保
か
家
へ
出

御
な
ら
せ
給
ひ
、
御
講
談
あ
り
て
の
ち
、
家
の
史
官
の
者
と
も
、
御
前
に
て
義
論
な

と
す
る
を
も
き
か
せ
給
ふ
、
」
等
と
あ
り
、
常
憲
院

(II
綱
吉
）
に
十
四
オ
で
近
待

し
て
よ
り
、
四
位
下
館
城
主
と
な
る
等
、
網
吉
の
重
用
ぶ
り
が
伺
え
る
。

ま
た
、
「
二
な
く
め
し
つ
か
は
れ
し
少
将
吉
保
朝
臣
に
む
つ
ひ
、
ゆ
く
／
＼
猶
も

（仕）つ
か
へ
奉
れ
と
て
、
吉
保
か
娘
を
妻
に
せ
よ
と
の
仰
こ
と
さ
へ
有
け
る
、
」
と
見
え
、

柳
沢
吉
保
養
女
と
の
結
婚
は
、
綱
吉
の
斡
旋
に
よ
る
と
い
う
。
綱
吉
の
柳
沢
邸
御
成

の
際
は
、
直
邦
も
同
席
し
、
講
釈
を
受
け
た
こ
と
は
、
『
実
紀
』
に
も
散
見
す
る
。

⑳
『
実
紀
』
有
徳
院
御
実
紀
付
録
巻
六
に
は
、
将
軍
吉
宗
が
、
先
の
将
軍
に
用
い
ら

れ
て
い
た
者
た
ち
を
、
引
き
続
き
登
用
し
た
こ
と
を
褒
め
称
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
人

物
の
筆
頭
と
し
て
直
邦
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

享
保
二
十
年

(8) 
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⑫
妻
土
佐
子
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
多
少
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

（

敬

）

（

憐

）

が
、
「
言
の
葉
草
」
（
前
掲
注
10)
に
「
上
を
う
や
ま
ひ
、
下
を
あ
は
れ
み
、
仁
愛

（

深

）

ご

ほ

ん

さ

う

ふ
か
く
、
な
べ
て
の
人
に
す
ぐ
れ
給
へ
る
御
本
性
に
ぞ
物
し
給
ひ
し
、
は
や
う
よ
り

（昼）

前
の
公
の
御
ま
へ
に
、
夜
ひ
る
わ
か
ず
さ
ぶ
ら
ひ
給
ふ
、
こ
れ
か
れ
お
な
じ
ご
と
、

（多）

つ
か
へ
給
ひ
し
人
々
も
お
ほ
か
り
し
か
ど
、
御
心
に
か
な
は
せ
給
ふ
ゆ
へ
に
や
、
わ

も
の
A

ふ

き
て
い
と
ま
な
く
宮
づ
か
へ
給
ふ
て
、
御
を
し
へ
に
し
た
が
ひ
、
武
士
の
わ
ざ
、
学

文
に
心
を
つ
く
し
、
あ
き
ら
か
に
道
理
を
わ
か
ち
給
ふ
、
」
と
あ
る
。

閲
直
邦
は
多
く
の
著
作
を
吉
宗
に
献
上
し
て
い
る
（
「
御
明
細
録
」
）
。
ま
た
、
享

保
元
(
-
七
一
六
）
年
十
二
月
四
日
、
将
軍
吉
宗
の
命
に
よ
り
、
学
術
の
儀
に
つ
き
、

祖
練
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
い
る
（
今
中
寛
司
『
祖
棟
学
の
史
的
研
究
』
思
文
閣
出

版
、
一
九
九
―
一
年
）
。

⑳
「
異
説
ま
ち
ま
ち
」
に
、
「
黒
田
豊
前
守
直
邦
公
、
三
教
へ
疏
通
し
給
ひ
、
世
に

賢
者
と
称
し
誉
る
也
」
（
『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
一
期
〉

17
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

ひ
の
も
と

七
六
年
）
と
あ
り
、
ま
た
、
「
言
の
葉
草
」
（
前
掲
注
10)
に
「
日
本
の
神
の
道
は
、

家
々
の
を
し
へ
あ
ま
た
あ
な
れ
ど
、
聖
徳
太
子
の
し
る
し
を
か
せ
た
ま
へ
る

18事
本

記
を
よ
く
わ
き
ま
へ
給
ひ
て
、
朝
ご
と
に
神
事
と
り
を
こ
な
ひ
給
ひ
、
い
と
ゞ
心
も

た
ゞ
し
う
、
身
も
や
す
ら
か
に
、
此
道
に
心
を
よ
す
る
人
に
は
、
あ
り
が
た
き
神
の

め
い
く
わ
く
せ
う

道
を
、
し
ら
し
め
ん
と
に
や
、
鳴
鶴
紗
と
か
い
へ
る
書
を
、
い
さ
A

か
の
隙
に
は
古

き
つ
ら
ね
給
ひ
、
仏
の
道
、
は
た
、
い
ふ
も
さ
ら
な
り
、
」
と
あ
る
。
「
言
の
葉
華
」

の
用
語
解
説
で
は
、
「

18事
本
記
」
を
「

18事
記
」
（
「
先
代

18事
本
紀
」
）
の
別

称
と
し
、
「
鳴
鶴
紗
」
を
「
旧
事
本
記
」
の
註
解
書
と
す
る
。
し
か
し
「
嗚
鶴
紗
」

は
「
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
」
（
「
大
成
経
」
）
の
註
解
書
で
あ
り
、
「
言
の
葉
草
」

に
見
え
る
「

18事
本
記
」
は
「
大
成
経
」
の
こ
と
で
あ
る
。

閲
排
仏
論
と
の
関
係
で
は
、
柏
原
祐
泉
「
近
世
編
第
二
章
仏
教
思
想
の
展
開
」
（
圭

室
諦
成
著
者
代
表
『
日
本
仏
教
史
近
世
近
代
篇
』
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
）
、
圭

室
文
雄
『
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
』
（
評
論
社
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
「
大

成
経
」
に
つ
い
て
は
、
今
田
洋
一
―
-
『
江
戸
の
禁
書
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
、

河
野
省
三
『

IB事
大
成
経
に
関
す
る
研
究
』
（
宗
教
研
究
室
発
行
、
一
九
六
二
年
）

参
照
。

〔
付
記
〕
「
黒
田
家
文
書
」
閲
覧
に
あ
た
り
、
久
留
里
城
址
資
料
館
の
平
塚
憲
一
氏

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科

y
s
a
k
a
i
r
i
@
o
y
a
m
a
 ,
 
ct.ac.jp 

「
受
理
年
月
日
―

1
0
0
九
年
九
月
三
十
日
」

(9) 
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